
仮校舎専用施設（北蒲広場）整備事業基本計画に関する説明会　質疑・意見一覧
（住民説明会）令和８年６月16日（火）18：00

於：北蒲広場　多目的室
（利用者説明会）令和８年７月２日（木）18：00

於：北蒲広場　スポーツ室

No. 質疑または意見 回答

1
北蒲広場内に旧北蒲小学校の卒業生の製作品が多くあ
るが、今の建物を取り壊す際にどうなりますか。

他の学校においても卒業生作品等は残していることか
ら、皆様のご意見も参考に、残せるものは残しておき
たいと考えています。どのように残していくか等につ
いては、今後の説明会等でご報告させていただきま
す。

2
建て替え後の図面に地域と書いてある部屋があります
が、これが今の施設の代替になりますか。その他の教
室や体育館・校庭も貸し出していただけますか。

地域と書いてあるところは、通常の学校の「地域集会
室」という部屋で、地域の方に貸出可能な部屋です。
体育館や校庭や教室等についても、学校の支障となら
ない形で可能な限り開放したいと考えていますが、児
童生徒のいる日中の貸し出しは難しいので、今の北蒲
広場と同じような貸し出しは難しいと考えています。
使い方や運用の仕方は各学校と調整していくことにな
るので、なるべく皆様に使用してもらえるように今後
協議させていただきます。学校にも地域の方々への開
放施設でもあるという側面を伝えながら計画を進めて
まいります。

3
北蒲広場の周辺は道路が狭いですが、工事の車両が
入ってくることができますか。

詳細は今後の設計の中で検討していきますが、車両の
大きさ等に制限が出てしまうので、それが工事期間の
長さにも影響してくることも考えられます。様々な工
夫を考えながら、なるべく工事期間を短くできるよう
検討してまいります。

4
今の北蒲広場は砂埃がすごいので、新しく校舎ができ
た際に、砂埃は子どもたちにもよくないと思うので、
校庭の維持をしっかりやってほしいです。

校庭が今とは反対の北側に配置され、日当たりが悪く
なることが予想されるため、凍結を防ぐ意味から校庭
を砂や土ではなく、人工芝や全天候型で整備すること
を考えています。教育上、花壇などどうしても土が必
要なところが出てくるので、土を全く使わないとは言
い切れませんが、住民の皆様にも配慮しながら設計の
中で検討して行きます。

5 工事の音に対する対策はどうしますか。
工事の際はどうしても振動や音が発生してしまうの
で、対策を検討し、今後の工事説明会等でご説明させ
ていただきます。

6

北蒲広場の周辺には民泊が数件あり、子どもたちも危
ない思いをしています。民泊に対しての検討について
教えてください。平日の営業をやめたり、道路をふさ
がないなど、ルールが守られていない場合営業停止等
の罰則を求めることも検討してほしいです。

学校ができるということで規制をかけるということ
は、条例や法律の関係で難易度が高いです。いただい
たご意見につきましては、所管の生活衛生課も把握し
ており、これから児童生徒が通学することになるの
で、何かしら対策をしたいとは考えています。法律や
条例に沿ったうえで、何ができるかを生活衛生課と協
議してまいります。

7

グラウンドや集会室がなくなって、他の施設を使用し
てくださいとのことですが、北蒲広場を使用している
のは高齢者が多いので、遠くに行くことは難しいで
す。使用できる施設について、それぞれの利用者の
リーダーに紹介してください。

工事の期間中における代替の施設については皆様に探
していただきたく存じます。使える施設の例を個別に
お示しすることができるかについては、その有無も含
めて検討してまいりますが、原則は現在多くの区の施
設がうぐいすネットという予約システムにて予約でき
るようになっているため、当該システムを活用いただ
き、周辺施設をご活用ください。



No. 質疑または意見 回答

8
プールの下に防火水槽がありますが、工事中・工事後
はどうなりますか。なくなると困ります。

工事中につきましては、消防署とどのような対応をす
るかということを協議して決定します。
工事後につきましては、新校舎の地下に建設すること
を考えております。

9
下校は学年によって時間が異なるので、子どもたちが
事件に巻き込まれる可能性も高いですが、どのように
対応しますか。

６校が使用する仮校舎専用施設なので、学校によって
通学経路や距離も異なります。その中で、各校の利用
時において子どもたちが安全に通えるよう関係各所と
連携して検討していきます。

10

蒲田中学校の利用が始まるのが数年後だが、生徒数が
変わるのをどのように考えていますか。場合によって
は子どもが減って無駄なものになってしまうかもしれ
ません。重量鉄骨でなくとも木造でもいいのではない
ですか。

人口推計については、急にマンションが建つようなこ
ともあるので正確な予測は困難ですが、年少人口、児
童生徒数の推計も見ながら計画を立てていきます。
約25年間という使用期間の中で、経済的な側面及び工
事期間、避難所としての運用等含めて総合的に検討し
てまいります。

11
北蒲は令和10年度から使用できないと説明がありまし
たが、資料の中に変更する可能性があるという記載が
ありますが早まることもありますか。

令和９年度末までは確実に他の施設が入っており、そ
の施設が移転しないと工事に入ることができないの
で、令和10年度より前になることはございません。令
和10年度のどこのタイミングで使用できなくなるか、
工事が始まるかは現時点では未定です。

12
北蒲広場の工事が始まって、その次に中学校の工事が
始まるという認識でよろしいですか。

お見込みのとおりです。

13 体育館も建て替えますか。 体育館も含めてすべてを建て替える予定です。

14
北蒲広場が利用できなくなることは分かりましたが、
今使用している我々はどこで活動すればよいですか。

代替施設については、近隣ではあまり定まっていませ
んが、各団体様で代替施設をお探しいただきますよう
お願いいたします。うぐいすネット（大田区公共施設
利用システム）というものがあり、インターネットで
も「大田区　うぐいすネット　ガイドブック」と検索
をすれば活用できる施設を閲覧することができるほ
か、大田区役所６階の地域力推進課や、各文化セン
ターなど、うぐいすネットの窓口となっているところ
に冊子を置いてございます。操作等で分からないこと
があれば、窓口や文化センターでやり方を適宜ご説明
させていただきます。

15 北蒲広場のほかに使用できる施設を教えてください。

一例として、野球であれば平和島公園野球場や多摩川
六郷橋緑地野球場、その他スポーツであれば大田区立
総合体育館、大森スポーツセンター等の活用をご検討
ください。また、ダンス等は大田区民ホールアプリコ
や大田文化の森など、ご不便をおかけいたしますが、
周辺の施設をご活用いただきますようお願いいたしま
す。

16
仮校舎専用施設が完成するまでどのくらいの年数がか
かりますか。

これから設計に入るので現時点ではお示しができませ
んが、スケジュールが決まりましたら、改めてご説明
の場を設けさせていただきます。すべて建て替えるこ
とになるので、規模的にもそれなりに時間がかかりま
す。
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17

蒲田二丁目自治会と蒲田二丁目東自治会は、北蒲広場
が避難所となっており、避難訓練でも利用していま
す。大田区立総合体育館が代替避難所の期間は避難訓
練をすることができますか。

総合体育館には、災害時様々な役割がありますが、そ
こを整理して避難所に充てる部分を決めていく予定で
す。それが決まり次第、スポーツ推進課・指定管理者
と話をして、R10年の解体が始まる前には、避難訓練
をどのようにしていくかを自治会・町会の皆様、ス
ポーツ推進課・指定管理者、出張所、防災危機管理課
で協議していきたいと考えています。

18
住民の命を守るため、屋上の退避スペースの確保や３
方向の入場経路など、大震災・津波時の避難場所とし
ての機能を維持・発展させる改修を行ってください。

避難所機能の維持及び発展につきましては、区として
も重要な課題として認識しており、仮校舎専用施設の
運用開始後は受入可能人数を増やし、防災備蓄倉庫も
設置し、防災力を強化した避難所として活用する予定
としております。
（屋上の退避スペースについて）
仮設専用施設整備では、可能な限り児童・生徒の屋上
での活動スペースを設置する方針でおります。面積・
仕様等、詳細については、基本設計で検討してまいり
ます。
（校庭への経路について）
校庭への経路については、児童・生徒の円滑で安全な
動線を確保しつつ、緊急車両の動線や発災時の避難者
動線にも配慮した経路を基本設計で検討してまいりま
す。

19
住民利用が最も多い南側多目的音楽室・体育館・校庭
の維持とコミュニティ、避難所機能を維持してくださ
い。

（コミュニティ保護について）
工事完了後については、学校の地域開放という形で児
童・生徒が使用しない時間帯等にできる限り近隣の皆
様にご使用いただけるよう今後の設計や学校運営の中
で検討を進めてまいります。工事期間中については、
近隣の皆様には大変ご不便をおかけしますが、各団体
で代替施設をご検討いただきますようお願いいたしま
す。
（災害対応について）
北蒲広場の解体工事から仮設校舎専用施設の運用開始
までの期間は、大田区総合体育館を代替避難所といた
します。仮校舎専用施設の運用開始後は受入可能人数
を増やし、防災備蓄倉庫も設置し、防災力を強化した
避難所として活用いたします。

20
近隣住民への深刻な日影問題や風環境の悪化や甚大な
圧迫感など、近隣住民への影響を抑えていただきたい
です。

建物配置については、必要教室数を確保した上で、北
側に建物を配置することが、日影規制などにより困難
なことから西側・南側に配置する計画となっておりま
す。なお、計画建物による日影の多くは、校庭に生じ
ることから近隣への影響は少ないと考えております
が、基本設計の中でも引き続き影響について検証して
まいります。また、本計画による風環境の変化や圧迫
感の低減についても基本設計で検討してまいります。

21
既存の基礎や構造を有効利用し、建設コストを大幅に
減額してください。

既存校舎は、旧耐震基準の建物であり、新校舎は、現
行の耐震基準に適合する必要があります。また、必要
面積や機能を確保するため、既存建物とは大きく建物
形状が異なる計画になることから、既存の基礎や構造
の、再利用は考えておりません。
また、既存杭の撤去ついては仮設専用施設整備に支障
となる範囲のみとし、撤去費用を最小限にする計画で
おります。
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22

プール施設については、場所打ち杭や基礎を保護した
まま上部構造のみを撤去することで、周辺地盤や環境
への影響を最小限に抑えつつ、住民や仮校舎が利用す
る校庭面積を十分に確保することを提案します。

校庭面積を最も広く取れる案となる配置案を選定いた
しました。
なお、既存杭の撤去ついては仮設専用施設整備に支障
となる範囲のみとし、撤去費用を最小限にする計画で
おります。

【問い合わせ先】
（基本計画・事業全体について） （工事について）

　大田区教育委員会教育総務課施設担当 　大田区企画経営部施設保全課

　　担当　錦織・米田 　　担当　宮澤・山宮
　　電話番号　03-5744-1399 　　電話番号　03-5744-1593

（避難所について） （代替施設について）

　大田区総務部防災危機管理課 　大田区地域未来創造部地域力推進課

　　担当　佐藤 　　担当　栗原
　　電話番号　03-5744-1236 　　電話番号　03-5744-1229


